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緒 論

農作業のみならず農民の農村での生活に起因

する健康障害として,若 月は 「農夫(婦)症 」

の概念を提起したが,こ の中にすでに 「腰痛」

が注目されていた1,2)そ の後農作業と腰痛との

関連については,数 多くの研究成果が報告され

ている3～9)

しかし,最 近の我国の産業界における日進月

歩の技術革新に伴って,農 作業の中にも機械化

や省力化が大幅に導入され,農 業も高度に施設

産業化の道 を進んでいる.こ れら 「農業の近代

化」と呼ばれる施設型農業の典型 として,「 ハ

ウス栽培」が,高 度経済成長の中で1960年代か

ら太平洋沿岸地帯を中心に各地に急速に普及 し

た10～14とその結果,こ れら農作業に従事する農

業従事者の中に,農 業労働の態様の変化に伴 う

新 しい健康問題として,「 ハウス病」15～19)とか

大型農業用機器による労働災害,そ して農薬中

毒の多発などが発生 して大きな社会問題 となっ

ている20,21).

一方 「腰痛」については,今 日 「業務上疾病」

として,労 災認定 を受けている件数は,全 認定

件数の約60%を 占め,件 数として最高位 を占め

ているが,こ れらはいずれも 「過激な労働負荷」.

に伴う 「急性発症」の腰痛であり,労 働態様の

変化に伴って,も っとも近代化された職場で働

く若年労働者に多発 している 「慢性発症」の腰

痛22～26)については,い まだ 「業務上・外」の行

政判断をめぐって,労 使間の争点となっている

こ とが多 く,数 多 くの症 例 が 「業務 外 」 と して

処 理 されて い ると考 え られ て い る27～29).

この様 な状 況 の 中 で,日 本 産 業衛 生 学会 の中

に組 織 され て い る腰 痛 研 究 会 で は 「職 業性 腰 背

部 障 害」-occupational back disorderの 概 念

を提 起 し,職 場 で の対 策,と くに予 防対 策 へ の

積 極 的 な取 り組 み を求 めて い る30,31)

こ れ ら産 業 界 にお け る産 業 医学 上 の成 果 は,

必 ず しも農 業労 働 に生 か され てい るとは い えず,

ハ ウ ス栽培 従 事 者 の腰 痛 につ い て も,イ チ ゴや

メ ロ ン等 の低 丈 作物 の栽培 ・育 成 ・摘 果 に伴 う

「前 屈姿 勢 」 持 続 に起 因 す る腰 痛 につ い て は報

告 は あ るが32,33),こ れ らの作 物 と比 較 して丈 の

高 い作物 を取 り扱 う農 作 業 に起 因 す る腰 痛 につ

い ては,い ま だ報告 が な され て い ない.

腰 痛発 症 に関連 を持 つ 作 業要 因 と して は,作

業方 法 と しての 従 来 の 「重量 物 の取 り扱 い」 に

よる ものか ら,今 日では 「静 的 な筋作 業の 持 続」

や 「作 業姿 勢 」,「作 業密 度」 に関 心 が高 まっ て

お り,「 ハ ウ ス栽培 」 に おけ る効 率 化 は,生 産

に関 与 しない空 間-dead spaceの 縮 小 をもた ら

す こ とに な り,「 ハ ウ ス栽培 」 に お け る腰 痛 の

発 症 予 防対 策 と して は,作 業空 間 に注 目す る必

要 が あ る と考 え られ る.

研 究 目 的

農 業 の近 代 化 と して急 速 に増 大 して い る施 設

型 農 業 の代 表 と して 「ハ ウス 栽培 」 に注 目 し,

これ まで 研 究 成 果 が認 め られて い な い丈 の 高 い

作物 の 「ハ ウス 栽培 」 作 業 従 事者 の腰 痛発 症 要
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因を解明し,予 防対策を確立する目的で研究を

行った.

研究対象及び方法

研究対象としては, O県 のハウス茄子栽培面

積の70%以 上を占めるO県B農 協を選んだ.こ

の地区を選定したのは,農 林水産省の 「健康 ・

体力づくり事業」として,国 の財政援助を受け

て,昭 和54年度より3年 間にわたる 「農民の健

康調査」を実施 した後,そ の事後管理としての

継続的な健康診査とfollow-upを 実施する中で,

茄子のハウス栽培に従事する農民の健康管理を

行ってきた経過によるためである.

茄子栽培におけるもっとも代表的な作業 とし

て 「摘果作業」がある.従 って,摘 果作業によ

る腰痛発症要因として最も注目される 「前傾姿

勢」について,こ のような姿勢を要求する作業

条件としての作業空間との関連を明らかにした

いと考えた.

先ず,作 業空間を規定する指標 を設定する目

的で,対 象地域のハウス内の作業空間について

計測調査を行った.

調査対象は,茄 子のハウス栽培 に従事 してい

る対象地区内の代表的な1地 区を選び, 21戸61

棟の全ハウスとした.

ハウス内の茄子は,生 産効率の立場での指導

に基づいて,何 れのハウスでも一定の間隔で正

確に植え付けられているため,作 業空間は各々

の茄子の樹勢によって規定されることになる.

しかも,樹 勢は摘葉と摘芯によって管理 されて

いるので,同 一ハウス内では,ほ ぼ均一である.

図1　 作業空間の模式図

各々のハウスの作業空間は地上からの高 さに応

じて通路を挾む2本 の茄子の枝の最 も作業者に

近い葉 と葉についての葉茎間の距離(葉 間距離)

によって規定 される.(図1参 照)今 回は地上高

が50cmか ら175cmに 至る間の25cm毎 の各高

さにおける葉間距離を測定 した.

この葉間距離と関係し,ハ ウス内作業空間の

指標となり得るものとしては,畝 間距離,整 枝

角度,茄 子の高さが考えられる.こ れらの指標

のうち,茄 子の高さは葉間距離同様 に摘芯 ・摘

葉によって管理されているので比較的高い位置

での葉間距離の指標 となり得ると考えられ,畝

間距離,整 枝角度は足元の比較的低い位置での

葉間距離の指標となり得ると考えられる.な お

今回,茄 子の高さの指標として,計 測が確実な

もっとも高い位置にある茄子果実の地上からの

距離(以 下茄子果実位置の最大高とする)を 用

いた.

上記のハウス内作業空間の測定結果から,比

較的高い位置での作業空間と関係 し,前 傾姿勢

図2　 角度測定装置
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に もっ と も影響 を与 え る要因 とな り得 る と考 え

られ た指標 に基 づ き作 業空 間 を分 類 し,作 業 空

間 の異 な る2つ のハ ウス にお い て実験 的 に作 業

を行 わせ て,「 前 傾 姿 勢」 の発 生 頻 度 を測 定 し

た.

実験 には, 10人 の 男子 のハ ウ ス茄 子 栽培 作 業

従 事者 を対 象 に選 び,異 な る2つ の ハ ウ ス に お

いて,同 一 被検 者 に同一 作 業 をさせ,作 業 姿 勢

の 分布 を測 定 した.

作 業姿 勢 の 計測 には,本 研 究 を遂 行 す るた め

に図2に 示 す 「角度 測定 装 置 」 を開発 して使 用

した.

この測 定 装置 は,上 体 の前 傾 度 が10度 以 下 お

よび50度 以 上 の時 ラ ンプ は全 て無 点灯, 10度 ～

20度 の時1つ, 20度 ～30度 の 時2つ, 30度 ～40

度 の時3つ, 40度 ～50度 の時4つ の ラ ンプ が点

灯 す るよ うにな っ て い る.

計測 に当 た っ ては,角 度 測 定 装 置 の上 端 が被

検 者 の第 一胸 椎 の位 置 に な る よ うに装 着 し,被

検 者を日本 整形 外科 学会の定 め る方法 に準 じて34),

立 位 で上体 を30度 前 傾 させ,ち ょ う どラ ンプ が

3つ 点 灯 す るよ うに して較 正 を行 っ た.

次 に,そ の状 態 で,被 検 者 に摘 果作 業 を5分

間 実施 させ,上 体 前傾 度 を検 者 が20秒 毎 にス ナ

ップ リーデ イ ング法 によ り記録 した.

さ らに,実 験 結 果 によ って 明 らか に さ れた,

作 業空 間 を示 す 指標 と,腰 痛 発症 に関 わ る要 因

と しての 「前傾 姿 勢 」 に よ る腰 痛 発 症 との 関連

を明 らか にす る 目的 で,対 象 地域 のハ ウ ス茄子

栽培 作 業従 事 者 全 員(147戸,男 性141名,女 性

144名)を 対 象 と して,日 本 産 業衛 生 学 会腰 痛 委

員会 に よって提 案 された 方式35)に 基 づ いて ア ン

ケ ー ト調査 を実施 した.な お,こ の際 にハ ウ ス

内の作業空間の指標 としては茄子果実位置の最

大高を用いたが,現 実的には作業者の身長との

関連も考慮 し,「 茄子果実位置の最大高が作業

者の頭または目の高さより高いか否か」で分類

して,腰 痛発症率を比較検討 した.

統計処理については,岡 大大型計算機 を用い,

 SPSSに て分析 を行った。

研究結果および考察

1)ハ ウス内作業空間の計測結果

調査対象の内,調 査期間中に不在または農薬

散布中であった4戸4棟 を除いて計測 し得た.

茄子果実位置の最大高,畝 間距離および整枝角

度と各地上高における葉間距離との関係(Spearman

の相関係数)を 表1に 示す.地 上高175cmを 越

える茄子が認められたハウスは11棟のみであっ

たので,地 上高175cmの 葉間距離は検討の対

象としなかった.地 上高150cmと それ以下でn

が異なるのは, 1つ のハウスでは茄子の高さが

150cmに 満たなかったからである.

上体の作業姿勢と関与する作業空間として考

えられる地上高125, 150cmの 葉間距離と茄子

果実位置の最大高との間に有意の負の関係を認

め,茄 子果実位置の最大高が大きくなれば,地

上高125～150の 葉間距離即ち作業空間は小さ

くなっているのを認め得た.畝 間距離および整

枝角度については,そ れぞれ地上高50cm, 75cm,

 100cmお よび地上高50cm, 75cmの 葉間距離

と有意の関係を認めたが,地 上高125, 150cm

の葉間距離とは特に関係 を認めなかった.地 上

高50cmか ら100cmま での葉間距離が狭くなっ

たからといって,従 事者が前傾姿勢を取る必要

は無 く,畝 間距離,整 枝角度は作業姿勢に関わ

表1　 葉間距離 と作 業空間指標 との相関(Spearmanの 相 関係数)

*: p<0.05 **: p<0.01 ***: p<0.001
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る指標 というよりも,作 業を行 う上での移動一

足元の空間に関わる指標 といえる.

茄子果実位置の最大高は摘芯 ・摘葉によって

管理されており,茄 子果実位置の最大高が大き

いということは,摘 芯,摘 葉が不十分であるこ

とを示 し,茄 子が高 くなると共に,樹 勢が増し,

比較的高い部分の作業空間を狭 くすることにな

る.従 って,従 事者の姿勢に影響を及ぼすハウ

ス内作業空間の指標 としては,茄 子果実位置の

最大高を用いるのが,最 も適切であることを示

し得た.

2)作 業空間の異なるハウスでの作業姿勢の分

布計測結果

被検者10名 の年齢,身 長の平均,範 囲,標 準

偏差 を表2に,測 定を行った2棟 のハウスの作

業空間の測定値は,表3に 示すごとくであった.

ハウス2は ハウス1に くらべ,畝 間距離,地 上

高50cm, 75cm及 び100cmの 葉間距離は大き

いが,茄 子果実の最大高が大きく,こ れに伴い,

地上高125cm～150cmの 葉間距離はハウス2

が小 さいことを認めた.

上体の前傾角度の出現頻度は,図3に 示す通

りで, 40度以上,及 び50度以上の前傾姿勢の出

現頻度を比較 した場合,い ずれの場合も地上高

125cm～150cmの 葉間距離の小さいハウス2で

の出現頻度が有意に高いことを認め得た(対 応

表2　 姿 勢計測 被検 者(n=10)

付 の あ るWilcoxonの 検 定 にてp<0.01).

この理 由 は,ハ ウス2に おいては地 上 高125cm

～150cmの 葉 間距 離 が小 さいため立 位 に おけ る

作 業空 間 が狭 く,前 傾 姿 勢 の 出現 頻 度 が高 くな

った もの と考 え られ る.

前傾 姿 勢 に よ り椎 間板 に加 わ る圧 力や腰 部 筋

負 担 が増 す こ と,腰 部 に関 す る訴 えが増 す こと

な どは す で に多 くの 報 告 が あ り36～38),こ の こと

か ら,茄 子 果 実 位 置 の最 大 高 が大 き く,地 上高

125cm～150cmの 葉 間距 離 が小 さ く,作 業空 間

の小 さいハ ウ スで は,前 傾 姿 勢 の 出現 頻 度 が よ

り高 くな り,腰 部 負 担 が増 す こ と を示 し得 た,

3)ハ ウス茄 子 栽培 作 業従 事 者 の腰 痛

ア ンケ ー トの回 答 数 は,男76名,女68名 で,

回収 率 は それ ぞ れ53.9%,　 47.2%で あ った.年

齢 別,茄 子 栽培 従 事 年 数 別度 数 分 布 を表4に 示

す.日 本産 業衛 生 学会 腰痛 委員 会 の提案 に従 い,

「最 近1ヶ 月 間 に腰 が痛 み ま した か」 とい う問

い に対 して,「 いつ も」 又 は 「時 々」 と答 えた

表32　 ハ ウスの作業空間

*: 40度 以 上 および50度 以上 の出現 率 を

比 較 した場合,対 応 付 のあ るWilcoxon

の検 定 にてp<0.01

図3　 2つ のハ ウスにおけ る上体前傾度 出現 頻度
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1:茄 子果実 位置 の最大 高が頭 よ り高 い

2:茄 子果実 位置 の最大 高が 目よ り高い

3:茄 子果実 位置 の最大 高が 目の高 さ以 下

Spearmanの 相 関係数 にて

r=0.2079, p<0.005

図4　 茄子の高さ別腰痛有訴率

表4　 茄子栽培従事年数別年齢分布

上段男　下段女

者 を腰 痛 有訴 者,そ の割 合 を腰 痛 有訴 率 と した.

男 女 別 平 均 腰 痛 有 訴 率 は,そ れ ぞ れ40.8%,

　64.7%で あ った.

腰 痛 経験 を有 す る者 の う ち,腰 痛発 症 形 式 は

「い つ とは な く痛 み だ した」 と い う慢 性 発 症 が

51名(51.0%)で も っ と も多 く,次 い で 「仕 事

中急 に痛 み だ した」44名(44.0%)で あ っ た.

腰 痛 の 原 因 と して1つ だ け選 べ と い う問 い に対

し,腰 痛経 験 者 が最 も多 く挙 げ た もの は,「 し

ゃ が んだ」 り,「 中腰 」 な どの 無理 な姿 勢(50

名, 50.0%)で,次 いで重 量 物 の取 り扱 い(29

名, 29.0%)で あ った.

ハ ウス 内作 業 空 間 の測 定 結 果 よ り,立 位 に お

け る作 業空 間の,ア ンケ ー トの 際 の 最 もよ い指

標として茄子果実位置の最大高を用いた.茄 子

果実位置の最大高別に腰痛有訴率 を示 したのが

図4で ある.茄 子果実位置の最大高が大きいほ

ど腰痛有訴率が高く,有 意の正の相関を認め得

た(Spearmanの 相関係数, p<0.005).

茄子果実位置の最大高が大きいハウスの従事

者に,慢 性発症型を中心とした腰痛が多発 して

いることを認め得た.

結 論

ハウス茄子栽培従事者の作業空間と腰痛 との

関連を明らかにする目的で,ハ ウス内作業空間

の測定,作 業空間の異なるハウスでの作業姿勢

の分布の計測およびハウス茄子栽培従事者に対

するアンケート調査を行い,以 下の結論を得た.

1)ハ ウス内作業空間の測定の結果,茄 子果

実位置の最大高が大きいハウスは地上高125cm

～150cmの 葉間距離が小 さく,作 業空間が狭 く

なっていることを認め得た.

2)作 業姿勢に関する実験的な測定の結果,

茄子の最大高が大きく,地 上高125cm～150cm

の葉間距離が小さいハウスでは作業姿勢におい

て前傾姿勢の出現頻度が高 くなることを示し得

た.

3)ハ ウス茄子栽培作業従事者に対するアン

ケー ト調査の結果,茄 子果実位置の最大高の大

きいハウスで作業している従事者に腰痛の訴 え

が多 く腰痛と茄子果実位置の最大高との間に関

連が認められた.

以上の結果より,茄 子果実位置の最大高が高

いハウスでの作業空間は狭 く,そ のために前傾
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の作業姿勢をとる頻度が高くなり,腰 痛発症の

原因となっていると推測 され,摘 葉及び摘芯の

適正な管理による作業空間の適正な確保が,腰

痛発症予防の一つの対策として提案し得ると考

えた.
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Occupational low back pain among farmers working

 in eggplant greenhouses

Kouichi OYAMA

Department of Hygiene, Okayama University Medical School

(Director: Prof. H. Aoyama)

In order to prevent farmers working in greenhouses from developing occupational low 

back pain, the relationship between working space and working posture was examined.

Out of 61 greenhouses, the working space of 57 greenhouses was measured as a func

tion of the height of the plant stems and the width of the pathways, The author demon

strated that the height of the stem was the best indicator of the working space.

The results of a study of the relationship between working space and working posture 

showed that the narrower the working space is, the more frequently farmers worked in an 

unnatural posture.

The prevalence of low back pain among 144 farmers working in eggplant greenhouses 

was examined. A negative correlation was observed between the prevalence of low back 

pain among the farmers and the width of their working spaces.


